
 
 
 
 

＜参考資料＞ 
【 「安心処方 infobox」の主な特長 】  

 
 
□ 副作用症状を身体部位や器官名から瞬時に検索可能 

検索したい副作用症状について、症状名の直接入力は 

もちろん、身体の該当部位や器官名から副作用症状名 

を特定することができます。あわせて、処方している薬剤 

名を入力することで、それらの副作用症状と薬剤との関 

連性も同時に検索できます。また、薬剤名欄を空欄にして 

おくと、検索する副作用と関連性のある薬剤が一覧表示 

されます。 

 

 

 

□ 副作用症状と複数薬剤との関連性が簡単に確認可能 
副作用症状と処方している薬剤との関係性を検索。各製薬企 

業が提供する添付文書や患者向け資料へのリンクはもちろん、 

複数薬剤を処方している場合は副作用の発現機序、発現率、 

根拠症例などの情報数を薬剤別に表示し、提供可能な情報が 

ある場合は該当企業の HP などへのリンクを用意しています。 

 
 
 
 
 

 

 

□ 薬価収載の全薬剤について、添付文書や患者向け資料 

などの安全性情報を検索可能 
製薬企業が提供する添付文書やインタビューフォームなどの 
資料に加え、「くすりの適正使用協議会」が提供する資料など、 
各種情報にアクセスしやすい環境を提供。医師・薬剤師の安全 
性情報入手を支援します。 
 
 
 
 
 
 

身体部位から副作用症状を検索。 

器官名から副作用症状を検索。 

副作用症状と複数の処方薬剤を入力

し、それぞれの関連性を検索。 

薬剤の添付文書（製薬企業）とくすりの

しおり（くすりの適正使用協議会）を横

並びで表示。 

副作用症状と処方した薬剤との関連性

を横並びで確認できる。 

入力した副作用に該当する情報がある場

合はその数などを表示。製薬企業から情

報があれば HP 等へリンクされる。 



 
 
 

 
□ 緊急安全性情報／使用上の注意改訂情報を随時掲載 
 製薬企業から資料の追加改訂情報を告知。また、当局が発信 
する緊急安全性情報／使用上の注意改訂情報も随時掲載し、 

医師・薬剤師に対する情報を提供します。 
 
 
 
 
 
 
 
□ 薬剤に関する情報提供や医師・薬剤師の意識調査なども実施 
 薬剤に関する学術的情報を提供し、副作用についての啓発活動を行います。また、関心があると思われる

テーマについてアンケートを実施。医師・薬剤師の意識の調査・分析を通し、将来における処方機会の拡大

につなげます。 
 
 
 
 
 




